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坂本町政始動

坂本啓三新町長が初登庁



9月19日　坂本町長による職員への訓示

和木町長  坂 本 啓 三

昭和40年1月7日和木町関ヶ浜生まれ（60歳）

趣味：旅行
特技：人の顔と名前を覚えること・手話
座右の銘：人間万事塞翁が馬

プロフィール

　
実
り
の
秋
を
迎
え
、町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
、
お
喜
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
、
町
長
と
し
て
和
木
町
の
か
じ
取
り
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
、
大
き
な
ご
期

待
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
、
和
木
町
役
場
で
33
年
間

勤
務
し
、
福
祉
・
教
育
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

様
々
な
分
野
で
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
行
政
経
験
の
中
で
、
町

の
組
織
、
機
能
の
良
い
と
こ
ろ
や
課
題
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
思
い
な
ど
を
、
誰
よ
り
も
最

前
線
で
見
聞
き
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
経
験
を
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

に
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
町
長
と
い
う
立

場
で
、
わ
か
り
や
す
く
、
誠
実
で
よ
り
一
層

町
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
う
町
政
を
実
現
す

る
た
め
、〝
挑
戦
〞
と
い
う
姿
勢
を
胸
に
、

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

〝
挑
戦
〞
１　

和
木
町
み
ら
い
会
議
の
創
設

　
私
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
も
と
へ
積
極
的

に
出
向
き
、
ご
意
見
を
し
っ
か
り
お
聞
き
し

ま
す
。
若
者
・
子
育
て
世
代
・
障
が
い
の
あ

る
方
・
高
齢
者
な
ど
多
様
な
立
場
の
方
々
が

意
見
を
交
わ
し
、
持
続
可
能
な
政
策
づ
く
り

に
参
画
す
る
仕
組
み
を
実
現
し
ま
す
。

〝
挑
戦
〞
２　

和
木
町
役
場
の
組
織
改
革

　「
前
例
」
や
「
慣
習
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、

柔
軟
で
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
課
題
解
決
型
の

職
員
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
即
応
で
き
る
、
信

頼
さ
れ
る
行
政
組
織
へ
と
進
化
さ
せ
ま
す
。

〝
挑
戦
〞
３　

町
長
報
酬
の
５
％
削
減

　
町
の
財
政
に
厳
し
さ
が
あ
る
中
、
ま
ず
自

ら
の
報
酬
を
削
減
し
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る

分
野
へ
と
重
点
的
に
活
用
し
ま
す
。

　
今
、
町
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
財

政
の
不
安
な
ど
、
か
つ
て
な
い
大
き
な
転
換

期
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
知
恵
と
力
を

結
集
す
れ
ば
、
必
ず
や
未
来
に
誇
れ
る
町
づ

く
り
が
、
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
町
政
の
中
心
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
で
あ
る

こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
和
木
町
を
「
明
る
く
元
気
で
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
町
」
に
し
、「
和
木
町
に
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
心
か
ら
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

行
政
運
営
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、
率
直
な
ご
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
共
に
〝
挑
戦
〞
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
、
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
町
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「明るく元気で、

　笑顔あふれる和木町」

　　への“挑戦”
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9月18日　退任式の様子

平成25年

平成26年

平成27年

平成31年

平成30年

9月

4月

8月

4月

7月

10月

和木町長に就任

和木町総合型地域スポーツクラブ設立

8.6岩国・和木豪雨災害

一般社団法人和木町地域振興協会設立

広島広域都市圏協議会加入

平成28年

平成29年

令和元年

5月

3月

7月

4月

和木町四境の役150年祭

町ぐるみ「和木学園」開園

公民館瀬田分館リニューアルオープン

和木こども園オープン

令和2年

令和3年

令和5年

7月

4月

4月

公民館関ヶ浜分館リニューアルオープン

蜂ヶ峯総合公園新エリア「Bee+」オープン

和木町町制施行50周年

令和7年 9月 和木町長を退任

ねんりんピックおいでませ!山口2015ゴルフ
交流大会開催

10月 恵庭市・和木町姉妹都市締結40周年記念式
典開催

令和6年 11月 和木町立和木小学校開校150周年記念式典
開催

　
仲
秋
の
候
　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
益
々

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
皆
さ
ま
方
に
は
平
素
よ
り
町
政
の

推
進
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
私
は
、
9
月
18
日
を
も
ち
ま

し
て
和
木
町
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
3
期
12
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
平
成
25
年
9
月
に
和
木
町
長
に
就
任

後
間
も
な
く
し
て
、
下
水
道
圧
送
管
の
破

損
事
故
や
、
翌
年
夏
の
「
8
・
6
岩
国
・

和
木
豪
雨
災
害
」
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、

多
難
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
令
和
2
年
か
ら
長
き
に
わ
た
り
、

世
界
中
を
襲
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
蔓
延
も
あ
り
、
そ
の
対
策
に
追

わ
れ
思
う
よ
う
に
政
策
が
進
ま
な
い
状
況

も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
和
木
こ
ど
も
園
の
開
園

や
公
民
館
瀬
田
、
関
ヶ
浜
分
館
の
建
て
替

え
も
行
い
、
令
和
3
年
に
は
蜂
ヶ
峯
総
合

公
園
に
新
エ
リ
ア
B
e
e
+
も
完
成
し
、

加
え
て
防
災
・
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
防

災
・
減
災
対
策
な
ど
、町
民
の
皆
さ
ま
の
「
安

心
・
安
全
・
安
定
」
を
主
眼
に
、
出
来
る

こ
と
か
ら
町
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
令
和
5
年
に
は
町
制
施
行
50
周

年
を
迎
え
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
お

祝
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
そ
の
年
に
は
、「
街
の
幸
福
度
ラ
ン

キ
ン
グ
2
0
2
3
」
に
お
い
て
、
中
国
地

方
で
1
位
、
全
国
で
も
6
位
と
高
評
価
を

い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
歴
代
町
村
長
が
築

き
守
っ
て
来
ら
れ
た
和
木
町
を
維
持
で
き

た
の
か
と
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
事
故
や
災
害
を
何
と
か
乗
り
越
え
、
幸

福
度
が
高
い
と
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
の

は
、
こ
れ
ら
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
方
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
一
町
民
と
し
て
私
自
身
が

和
木
町
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

実
行
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
か
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
和
木
町
が
さ
ら
な
る
発
展
を
と
げ
る
こ

と
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

米本正明

３期１２年
　誠にありがとう
　　ございました
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放流の様子
西田夏埜さん

優勝の女性団員

第３位の第１分団

　

9
月
15
日
に
藤
本
美
沙
子
さ
ん
が
︑
満
90

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
︑
長
寿
の
お
祝
い

と
し
て
︑
町
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
︒

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
︑
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒

※
今
回
︑
藤
本
美
沙
子
さ
ん
は
お
名
前
の
み

の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

水
路
の
悪
臭
防
止
に
向
け
た

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す

﹁
山
口
県
消
防
操
法
大
会
﹂

に
出
場

　

9
月
4
日
︑
岩
国
市
民
文
化
会
館
に
て
行
わ

れ
た
︑令
和
7
年
度
山
口
県
中
学
校
英
語
暗
唱
・

弁
論
大
会
第
7
地
区
予
選
暗
唱
の
部
に
お
い

て
︑
和
木
中
学
校
2
年
西
田
夏
埜
さ
ん
が
第
1

位
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
︒

　

普
段
の
英
語
の
授
業
や
個
別
レ
ッ
ス
ン
に
よ

り
︑
流
ち
ょ
う
な
発
音
や
堂
々
と
し
た
ス
ピ
ー

チ
が
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
︒
西
田
さ
ん
は
岩

国
地
区
の
代
表
と
し
て
︑
10
月
2
日
㈭
に
山
口

市
で
実
施
さ
れ
る
県
大
会
に
進
出
し
ま
す
︒
さ

ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
︒

英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
で
第
1
位
獲
得

　

和
木
町
で
は
︑
町
内
の
水
路
環
境
を

改
善
し
︑
よ
り
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
た
び
︑
山
口
県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
の
協
力
の
も
と
︑Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
株
式

会
社
麻
里
布
製
油
所
と
和
木
町
が
共
同

で
︑
水
環
境
改
善
資
材
を
用
い
た
﹁
水

路
の
悪
臭
防
止
対
策
﹂
の
実
証
実
験
を

開
始
し
ま
し
た
︒

　

実
験
で
は
︑
特
殊
な
資
材
を
水
路
に

投
入
し
︑
悪
臭
の
元
と
な
る
硫
化
水
素

の
発
生
を
抑
え
る
効
果
を
検
証
し
ま
す
︒

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
︑
町
・
企
業
・
地

域
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
︑
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
︒

　

9
月
20
日
︑
山
口
県
消
防
学
校
に
お

い
て
︑
県
下
の
消
防
団
が
集
う
﹁
令
和

７
年
度
山
口
県
消
防
操
法
大
会
﹂
及
び

﹁
第
43
回
山
口
県
女
性
消
防
操
法
大
会
﹂

が
開
催
さ
れ
︑
和
木
町
消
防
団
か
ら
は

第
1
分
団
︵
和
木
地
区
︶
と
団
本
部
女

性
団
員
の
2
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
︒

　

大
会
で
は
︑
選
手
た
ち
は
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
発
揮
し
︑
第
1
分
団
は
応

急
操
法
ポ
ン
プ
車
の
部
で
第
3
位
︑
団

本
部
女
性
団
員
は
軽
可
搬
ポ
ン
プ
基
本

操
法
の
部
で
優
勝
を
修
め
ま
し
た
︒

　

女
性
団
員
は
︑
10
月
28
日
㈫
に
横
浜

市
で
開
催
さ
れ
る
﹁
全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
﹂
に
出
場
し
ま
す
︒
初
の

全
国
制
覇
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
︒

　

9
月
3
日
︑
町
と
和
木
漁
業
協
同
組
合
が
共
同

で
キ
ジ
ハ
タ
の
稚
魚
︵
体
長
約
5
㎝
︶
約
5
0
0

匹
を
和
木
町
沖
に
放
流
し
ま
し
た
︒
こ
の
キ
ジ
ハ

タ
は
︑
市
場
価
値
及
び
放
流
効
果
が
高
い
こ
と
か

ら
︑
山
口
県
で
は
︑
種
苗
の
生
産
拡
大
と
県
内
全

域
で
の
放
流
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

な
お
︑
県
海
域
で
は
︑
資
源
の
増
大
を
目
的
と

し
て
︑
体
長
30
㎝
未
満
の
キ
ジ
ハ
タ
の
採
捕
を
禁

止
し
て
い
ま
す
の
で
︑
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
︒

大
き
く
育
て
︵
キ
ジ
ハ
タ
放
流
︶

厚
生
功
労
表
彰

まちの話題
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岡田康彦さん

南一誠さん

かるた

まもるくん・あゆみちゃんと記念撮影 山本和彦さん

紙ふうせんたけうま

まちの話題

　

9
月
13
日
︑
文
化
会
館
で
︑
町
内
在

住
の
昭
和
28
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
︵
年
度
末
で
73
歳
以
上
の
方
︶

1
︐
1
5
2
名
︵
男
性
4
7
7
名
︑
女

性
6
7
5
名
︶
を
対
象
に
︑﹁
敬
老
会
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
式
典
で
は
米
本

町
長
が
長
寿
の
お
祝
い
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
︒
ま
た
︑
招
待
者
の
代
表
で
あ
る

岡
田
康
彦
さ
ん
が
開
催
の
お
礼
と
︑﹁
地

域
の
皆
さ
ま
と
共
に
支
え
合
い
︑
日
々

を
豊
か
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
︒﹂
と
抱
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し
た
︒

人
権
教
室
を
開
催
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　7 月 28 日から 16 日間、中学生 10 名、高校生 2 名がニュージーランドオークランドへの語学研修に
行きました。海外の一般家庭に滞在し、現地の学校へ通学することで語学力の向上とともに豊かな国際
感覚を身に付ける機会となりました。

　ホストファミリーは３人家族で、初対面では、英語が完璧で
ないことに緊張しました。しかし、笑顔で温かく迎えてくれた
ためすぐに打ち解けられました。食卓では日本文化についての
質問を受けたり、自分の夢や趣味について会話したりすること
で、日本に対する興味を感じ、嬉しく思いました。ホストファ
ミリーと一緒に調べながら自国の文化をより深く理解する機会
ともなりました。
　現地の学校では、初日にポフィリという伝統的な歓迎儀式に
より温かく迎えてくれました。授業は全て英語でしたが、先生
方はとても気を配ってくださり、「わからない」と伝えると理解するまでしっかり教えていただきました。主
にマオリの文化を学び、ニュージーランドの人気スポーツであるラグビー体験や伝統的なクラフトも行いま
した。
　この研修を通じて、ニュージーランドの文化や知識を得たことに加え、コミュニケーション能力も大幅に
向上しました。完璧な英語を話せなくても自己表現する方法は多様であり、実際に行動に移すことで多くの
学びがあったと感じています。これからは、自分を十分に表現できる方法を活用し、日本人以外の多様な人々
ともコミュニケーションを深めていきたいと思っています。

（齋藤ちひろ）

和木町海外派遣（ホームステイ）事業

参加者の感想

ニュージーランド

　私は英語の会話やホストファミリー、学校の友達との関係に
不安を感じていたものの、実際には多くの学びや成長があり、
充実した毎日でした。ホストファミリーとの時間では、日本の
食文化について説明する際に、言葉が完璧でなくても感情を伝
えることができると感じ、それが大きな成長につながりました。 
学校では、現地の子供たちと遊ぶことで交流が深まりました。
　彼らが誘ってくれたおかげで鬼ごっこや縄跳び、バレーボー
ルを楽しむことができ、言葉の壁を越えて友情が芽生えました。
活動を通じて心を通じ合わせることができると実感しました。 
　ニュージーランドでの生活では、英語で説明することの難しさにたびたび直面しましたが、挑戦し続ける
ことで何とか通じ合えました。ホストファミリーや友達が理解してくれる姿を見て、自分の表現力への自信
が高まり、これが一番の成果だと感じています。このように、文化や習慣の違いを乗り越え、相手を理解し
ようとする姿勢が人と人とのつながりにつながることを学びました。 
　今後は、この経験を生かして英語力を高め、「間違えても挑戦する勇気」を持ち続けたいと考えており、世
界中の人々と交流することを目指していきます。ニュージーランドでの経験は私にとってかけがえのないも
のであり、それを自信に変えて挑戦を続けていきたいです。

（松田莉乃羽）

右の二次元コードから英語での報告会の様子をご覧になれます。
代表生徒（田上心、楯田結菜、武居昇汰、松本龍河）
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、町の財政状況を判断する財政指標を公表
します。
　これは、町財政の状況を明らかにすることで住民の目によるチェックを可能とし、財政悪化の兆候
が見られた場合に財政の健全化を図っていくことを目的とします。

①実質赤字比率…………一般会計等の赤字額の標準財政規模※に対する割合
②連結実質赤字比率……全会計を対象とした赤字額の標準財政規模に対する割合
③実質公債費比率………一般会計等が負担する借入金の返済額等の標準財政規模に対する割合
④将来負担比率…………一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合
※標準財政規模…その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる経常的一般財源の規模

　健全化判断比率は、①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率の４
つの指標で構成されており、これらの比率がそれぞれ「早期健全化基準」（黄信号）を超えれば財政
健全化計画の作成が必要となり、更に「財政再生基準」（赤信号）を超えると地方債の起債に制限の
かかる財政再生団体になります。
　令和６年度において、和木町は４つの比率とも早期健全化基準を下回る数値となっています。

・資金不足額がないため、資金不足比率※は「－」と表示しています。

指　標　名

指　標　名

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

（黒字）

（黒字）

8.5%

7.5%

15.00％

20.00％

25.0％

350.0％

20.00％

30.00％

35.0％

和木町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

R２

（黒字）

（黒字）

6.0％

47.9％

R３

（黒字）

（黒字）

5.8％

32.7％

R４

（黒字）

（黒字）

6.6％

2.5％

R５

（黒字）

（黒字）

7.7％

13.7％

R６

（黒字）

（黒字）

8.5％

7.5％

R１

（黒字）

（黒字）

6.8％

61.5％

会　計　名

簡易水道事業会計

公共下水道事業会計

－

－

20.0％

20.0％

資金不足比率 経営健全化基準

○令和元年度決算からの指標の推移

※資金不足比率………公営企業会計の資金不足額の事業規模（事業収入）に対する割合

（令和６年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率の公表）

和木町財政の健全性は！？

健全化判断比率

　和木町では簡易水道事業と、公共下水道事業が公営企業に該当し、一般会計から切り離された独
立の公営企業会計を持ちます。資金不足比率は公営企業会計の健全性を判断する指標で、経営健全
化基準を超えた場合、資金不足となった要因を分析し、経営健全化の基本方針等を定めた経営健全
化計画を作成し、経営の健全化を図ることになります。
　令和６年度において、簡易水道事業会計、公共下水道事業会計ともに資金不足はありません。

資金不足比率
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椎名誠 著、矢部太郎 イラスト
宇野碧 著
遠藤彩見 著
愛川晶 著

朝井まかて 著
奥田英朗 著
森バジル 著
畠中恵 著
垣谷美雨 著
今野敏 著

くすのきしげのり 作、酒井以 絵
かねこまき 作・絵
柴田ケイコ 作

斉藤洋 作、森田みちよ 絵

小手鞠るい 作、早川世詩男 絵
たしろちさと 文・絵
あべ弘士 作・絵

なかえよしを 作、上野紀子 絵

中村陽子 監修
小林路子 作

＜CD＞
☆ Ｏｏｏｃｈｉｅ Ｋｏｏｃｈｉｅ/Ｏｏｏｃｈｉｅ Ｋｏｏｃｈｉｅ
☆ 英語耳をつくる！聞き流しの英語のうた
☆ Ｇｌａｓｓ Ｈｅａｒｔ／ＴＥＮＢＬＡＮＫ
☆ ベスト・クラシック１００極  角野隼斗セレクション
　　　　　　　　　　　　　　　　　／角野隼斗

＜一般書＞
『真夜中に吠えたくなって』

『アンダーザスキン』
『冷蔵庫探偵　蔵前怜子』
『名探偵　円朝』
『どら蔵』
『普天を我が手に　第２部』
『探偵小石は恋しない』
『あやかしたち』
『いまだ悪戦苦闘中』
『職分』

＜児童書・絵本＞
『あめあめ　ふれふれ』

『ありがとうのもり』
『パンどろぼうとスイーツおうじ』
『おばけとしょかん　きえた本のなぞ』

『どろぼう猫とトキメキのリボン』

『どうぶつ　すやすや』
『ひぐま』
『えかきになりたい　ねずみくん』

『スーパーマーケット　まるごとずかん』

『きのこって　なんだろう？』

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1 2
5 6

3 4
87 9

12 13
10 11

1514 16
19 20

17 18
22 23 2421

26
25

27 29 30 3128

10月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

　１０月２７日（月）～１１月３日（月）は蔵書点検のため休館となります。
　休館中の本の返却は、１階事務所前の返却ポストをご使用ください。
　ＣＤ・ＤＶＤ・紙芝居の返却については、破損の恐れがあるため、総合コミュ
ニティセンター事務所窓口へお願いします。

☆臨時休館のお知らせ☆

☆１０月２７日（月）～１１月９日（日）は読書週間です。

≪標語≫   こころとあたまの、深呼吸。

日時
　１０月１８日（土）
　１０：３０～１１：００
場所
　おはなしの部屋

おはなし会サークル
　　　　　『ゆびとま』
※中止になることがあり
ます

☆おはなし会☆
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「陶土を中心に据えることが
大事だよ」

「あっ、ここに、いた～っ！」

「うまく焼けたかなあ。」

「家庭の元気応援キャンペーン」
マスコットキャラクター
『ファミリン』

「おいち～い！」

571

　山口県では、「早寝早起き朝ごはん　本を読んで外遊び　みんな仲良く今
日も元気」をスローガンに、「家庭の元気応援キャンペーン」を展開し、望
ましい家庭教育の実践へ向けて機運を高めるとともに、地域や社会全体で支
え合う環境づくりを進めています。
　また、毎月第３日曜日は「家庭の日」となっています。親子でのふれあ
いを増やし、絆を深めてみませんか。
★早寝早起き朝ごはんなどの基本的生活習慣を身に付けましょう。
★家族がふれあう機会を大切にしましょう。
★家庭で手伝いを進んでしましょう。
★父親等の家庭教育への参加を進めましょう。

１０月は「やまぐち家庭教育支援強化月間」です！！！

★ 教職員陶芸体験 ★ 和木学園講座
　　ピザ作り体験講座

★ わきあいキッズ ～自然観察（海）～

問合せ
山口県教育庁地域連携推進課家庭教育支援班
☎０８３－９３３－４６６２

「わが家のやくそく・夏休みチャレンジ
（小・中学生にご案内しました）」へのご
協力、ありがとうございました！

○こども園
　ＰＴＡ清掃　１０月４日（土）
　　　　　　　　　８時３０分～９時

　ＰＴＡボランティア清掃（草抜き）
を行います。
　地域の方のお手伝いも大歓迎です！
よろしくお願いします。

　運動会　１０月１１日（土）９時開始
○小学校
　「ちょこカフェ」実施
　９月１３日、小学校の生活科１教室
で実施しました。多くの方に来ていた
だき、有意義な時間を過ごしていただ
きました。

　和木学園勉強週間
　１０月１４日（火）～２０日（月）

○中学校
　自由参観日１０月２日（木）～４日（土）
　４日（土）には、ENEOS 講演会
（１年生）人権教室（２・３年生）、コミュ
ニティルームで「ちょこカフェ」を実
施します。

　文化祭　１０月２５日（土）

和木学園だより

　夏休み期間中には、園、小、中学校の先生方は、
学校の内外でたくさんの研修に取り組んでいます。
和木町においては、教育委員会主催の「和木町夏季
教職員研修会」の他、地域の講師を活用した「教職
員陶芸体験」等も行っています。実技指導は、錦心
窯主宰の宮本健吾先生が行ってくださいました。
　体験は、ろくろ体験、手捻り体験、絵付け体験に
分かれています。
　ろくろ体験のコースでは、まず、陶土をろくろの中心に据えることやろくろのスピー
ドの操作を教えていただき、いよいよ自分がイメージした形に成形していきます。な
かなか思うような形に整わずに悪戦苦闘される先生も多いのですが、感想をお聞き
すると、陶土の感触を手に感じながら作品を作るのは、とても心地よいと皆さんおっ
しゃっていました。体験時間の１時間３０分が思いのほか短く感じたそうです。作品
が焼き上がる日が楽しみですね。

　８月２５日、和木中学校の調理室で「家庭で
作れる！本格ピザ作り講座」を開催しました。
講師は、「リュッケベーカリー」の福間理央さん、
福間瑞季さんが担当してくださいました。大人も
子どもも大好物のピザを自宅でおいしく、お手
軽に作る方法を教えていただける講座とあって、
定員があっという間にいっぱいになるほどの人
気でした。
　みなさん、生地を丸く上手に広げ、お好みの
具材を乗せて焼いてオリジナルのピザを完成さ
せました。あつあつのピザをおいしくいただいた
後、講師の福間さんのご提案で参加者にパン
のデザインをイラストに描き、名前も考えてもら
いました。そのアイデアの中から実際に「リュッ
ケベーカリー」で商品化してくださるとのことで、
みんな一生懸命に考えました。
　最後に福間さんがパン作りの魅力や大切にし
ている思い、修行時代からの歩みを振り返りつ
つ、キャリア教育に関
わる大切なお話を語っ
てくださいました。

　８月２３日、通津美が浦公園で自然観察を行いました。今回も周防大島町なぎさ
水族館の学芸員　内田博陽さんに講師を務めていただきました。前回は、荒天のた
めに座学のみとなりましたので、今回は、学習を活かして現地での観察会でした。
　まずは、海岸で生き物探しからスタートです。一見すると何もいないような岩場でも、
内田先生から「岩の隙間を見てごらん。カニや貝がかくれているよ。」と見つけるポ
イントを教えてもらうと、あちらでも、こちらでも「あっ、見つけた！」という元気
な子どもたちの声が飛び交い、みんな夢中で採集しました。
　採集後、内田先生から全ての生き物の名前と生態を
教えていただき、透明な観察容器に入れた生き物を間
近で興味深く観察しました。観察終了後、生き物は海に
帰しました。今回の観察会では、２９種類の生き物を採
集して観察することができました。いくつか珍しい生物
も見つけることができて大興奮の観察会でした。指標生
物の数等から通津の海は、きれいであることも確認でき
ました。みんなでこの自然を守っていきたいものです。
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　臨床心理士・公認心理師による個別相談を行って
います。ご自身やご家族の悩みなど、お気軽にご利
用ください。
日時　１０月２１日（火）
　　　１４時～１６時のうち１時間程度
相談員　臨床心理士・公認心理師　玉田　和子 先生
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

すくすく計測相談会
　未就園児の身体計測を行っています。
保健師、栄養士による個別相談もでき
ます。お気軽にご利用ください。

日時 　●１０月８日（水）１０時～１１時３０分受付

１０月２１日（火）
１０月２３日（木）
１０月２４日（金）

すくすく計測相談会
妊産婦サロン（集団）１０月  ８日（水）

面接相談
妊産婦サロン（個別）
健康プログラム

すくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダー

※詳細は下記をご覧ください。

子育て
掲示板 保健相談センター内

（☎５２－７２９０）

和木町こども家庭センター和木町こども家庭センター

すくすくすくすくすくすくすくすく

● 地域子育て支援センター

子育て支援事業

日時　毎週火・金曜日　９時３０分～１２時
　　※行事等で開催しない日も
　　　あります。ご確認ください。
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園　（☎52－27 0 7）

　親子のコミュニケーションのための場所を提供して
います。いずれも事前の申込みは不要です。詳細は、
開催場所にお問合せください。

● 子育てサロン「たんぽぽ」
日時　１０月１５日（水）１０時～１１時３０分
場所　和木 2丁目第 3集会所　（山の手集会所）
参加費　1家族１００円
問　和木町社会福祉協議会（☎52－8 6 4 4）

集団

個別

無料

卒乳・離乳
について

〈場　　所〉  保健相談センター
〈相 談 員〉  助産師　　毛利　弘美　先生
〈申込方法〉  保健相談センターまでご連絡ください。

　　　　　  （☎５２-７２９０）

１０月２３日（木）

１０月８日（水）

時間：１０時～１１時３０分

①９時～　②１０時～　③１１時～　のうち１時間程度

妊娠中・産後の体調管理、赤ちゃんのお世話、授乳、離乳食の相談
などゆっくり相談できます。

助産師によるミニ講話を開催します♪
すくすく計測相談会と同日開催ですので
お気軽にご参加ください♪

対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、その他保健、
　　　栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前の申込みは不要です。

面接相談

切り干し大根のカレーサラダ切り干し大根のカレーサラダ

●作り方
①下準備
切り干し大根…水で戻しておく。３㎝程の長さに切る。
　　　　　　　鍋に湯を沸かし、さっと茹でる。
　　　　　　　流水で冷まし、水気を絞っておく。
ツナ…油をきっておく。
きゅうり…せん切りにする。塩少々を加えておく。
　　　　　しんなりしたら水気を絞っておく。
ボウルにⓐを入れて合わせておく。
②和える
③①を加え和える。

（材料４人分）
切り干し大根……30g
ツナ缶……………30g
きゅうり………100g　

　　マヨネーズ…大さじ1+1/2
　　しょうゆ………小さじ2
ⓐ　カレー粉……小さじ1/2
　　砂糖……………小さじ2
　　酢………………小さじ2

妊産婦サロンと同日開催です♪

10 月 21日㈫
身長と体重を
計測します。

カレー味なので子どもでも食べやすいで
す♪(和木町食生活改善推進協議会２班)

離乳食の
展示

あります。

ハロウィン
仮装

大歓迎 !!

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

骨髄バンク登録

エイズ検査

肝炎検査

ストレス相談
ひきこもり家族の会

☎ 29－1523

☎ 29－1519

☎ 29－1525

  9：00～11：00

10：00～11：00

13：00～16：00

13：30～15：30
13：30～15：30

10月14日（火）※毎月第2火曜日
10月28日（火）※毎月第4火曜日
医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。
10月14日（火）
　　　28日（火）※第2・4火曜日
10月15日（水）※毎月第3水曜日
10月22日（水）※毎月第4水曜日

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 予約電話番号

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町 1-1-1）
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対象　和木町在住
　　　令和７年４月１日時点で４０歳以上の女性
医療機関
　・岩国病院・岩国みなみ病院・錦病院
　・はるなウィメンズクリニック・そだクリニック
　・広島西医療センター・がん健診センター大野
　・はつかいち乳腺クリニック 
平日夜間に受診できる医療機関
　・錦病院
日時　１０月１７日（金）　１８時～２０時　※要予約
予約・問　☎４１－０１７７
持参物　和木町乳がん検診受診券・健康保険証・マイナ保険証
自己負担　無料

乳がん検診について
～令和８年３月３１日までに受けましょう～

【救急相談センター広島広域都市圏】
　電話番号　＃７１１９（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　０８２－２４６－２０００ （つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　２４時間３６５日
【山口県小児救急医療電話相談】
　電話番号　＃８０００（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　０８３－９２１－２７５５（つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　午後７時～翌朝８時　相談料　無料（通話料はかかります）

急な 病気 けがや で
救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったら…

【配信期間】１１月１３日（木）～１１月２７日（木）
　　　　　　９時から配信
【事前申込】申込期限１１月１１日（火）
【問合せ先】山口県健康づくりセンター
　　　　　　☎（０８３）９３４－２２００

健康づくり講座
「COPD（慢性閉塞性肺疾患）を知ろう」

からだ応援ページ ～ 10月はピンクリボン月間です～～ 10月はピンクリボン月間です～
大切！  乳がん早期発見

インフルエンザ・新型コロナウイルス予防接種のお知らせ令和７年度
　ご自身の対象となる制度をご確認のうえ、ご利用ください。ご不明な点は、保健相談センターにお問合せください。

※1　生活保護受給者は無料です。医療依頼書の提示が必要です。
※2　医療機関により接種料金が異なります。
※3　指定医療機関外で接種した場合、償還払いとなります。自己負担で接種後、母子健康手帳、領収書、口座番号がわかるものを持って、保健相

談センター窓口までお越しください。
※4　任意予防接種は接種者と医師との相談によって判断し行われるものです。効果や副反応をよくご確認の上、接種してください。
※5　６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓、又は呼吸器の機能障害で身体障害者手帳 1 級程度の障害のある人、又はヒト免疫不全ウイルスに

より免疫機能に日常生活が不可能な程度の障害のある人も対象です。診断書にかかる料金は自己負担となります。
※6　町外の契約医療機関については、保健相談センターにご確認ください。

問 保健相談センター（☎52 -72 9 0）

接種期間　令和７年１０月１日（水）～令和８年２月２８日（土）

種　類

インフル

エンザ

新型
コロナ
ウイルス

対　象

生後６か月から
小学６年生

中学１年生から
中学２年生

中学３年生
高校３年生

満６５歳以上
※５

２回

１回

１回

１回

接種料金から
助成金額
2,500 円を
引いた額
※２

なし

1,490 円

町内医療機関
じんこどもクリニック
ひろいし小児科
友田ファミリークリニック
岩国医療センター
だいこく小児科
しまだファミリークリニック
シルククリニック
こうろ皮ふ科
広島総合病院　※３

町内医療機関

町内医療機関
町外の契約医療機関　※６

こどもの保険証、母子健康手帳を持
参し、医療機関に設置してある「和
木町こども任意予防接種費用助成金
交付申請書兼委任状」を記入し、接
種を受けてください。

任意予防接種
※４

９月に届いた接種券を持参し、接種
を受けてください。

保険証を持参し、接種を受けてくだ
さい。

予防接種法に基
づく定期接種

4,680 円

指 定 医 療 機 関 接　種　方　法 区　　分自己負担金額※1助成
回数

「健康維持のために、何か始めたい…。」そんな気持ちを
応援するプログラムです。
気軽に取り組める内容です。健康プログラム健康プログラム

●講演
薬剤師が伝える血圧と禁煙のちょっといい話
いつまでもアクティブに

薬剤師　大森　悠生 先生

和木町在住の方 ２０名

総合コミュニティセンター３階集会室

内 容 対 象

日 時

会 場

申 込 開催３日前までに、保健相談センター（☎５２－７２９０）へ
ご連絡ください。
★準備していただくもの★
　運動できる服装・シューズ・タオル・水分補給用のお茶等

主催：保健福祉課　　共催：保健相談センター

10月2４日● 13時30分～15時金
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令
和
7
年
10
月
か
ら
、
こ
ど
も
の
医
療
費

助
成
制
度
に
大
学
生
等
を
追
加
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
は
お
す
み

で
す
か
？

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を

お
す
す
め
し
ま
す
！

　

こ
れ
ま
で
の
こ
ど
も
の
医
療
費
制
度
は
、

高
校
3
年
生
ま
で
が
対
象
で
し
た
が
、
令

和
7
年
10
月
か
ら
は
22
歳
ま
で
の
大
学
生

等
も
対
象
に
な
り
ま
す
（
助
成
を
受
け
る

に
は
申
請
が
必
要
で
す
）。

対
象
者

　

次
の
4
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
年
齢
に
つ
い
て

19
歳
に
な
る
年
度
の
4
月
1
日
か
ら
22

歳
に
な
る
年
度
の
3
月
31
日
ま
で

②
資
格
に
つ
い
て

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
や

予
備
校
な
ど
（
学
校
教
育
法
に
基
づ
い

て
認
可
設
置
さ
れ
た
学
校
）
に
在
学
し

て
い
る

③
住
所
に
つ
い
て

和
木
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
自
宅
が

あ
る
和
木
町
か
ら
通
学
し
て
い
る
（
町

外
に
在
住
の
一
人
暮
ら
し
等
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
）

④
扶
養
に
つ
い
て

健
康
保
険
が
保
護
者
の
扶
養
に
な
っ
て

い
る
こ
と

申
請
方
法

　

受
給
要
件
に
該
当
し
た
方
は
つ
ぎ
の
書

類
を
そ
ろ
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後

日
、
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

〇
申
請
書

〇
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
コ
ピ
ー
）

社
会
保
険
各
法
に
基
づ
く
被
保
険
者
で

あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
等
（
マ
イ
ナ

保
険
証
、
資
格
確
認
書
な
ど
）

〇
保
護
者
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

〇
受
給
者
及
び
保
護
者
の
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
分
か
る
も
の

※
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
参
さ
れ
る
場
合
は

4
桁
の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。

助
成
内
容

　

令
和
7
年
10
月
1
日
以
降
の
保
険
診
療
の

自
己
負
担
部
分
を
和
木
町
が
助
成
し
ま
す
。

※
保
険
適
用
外
の
も
の
（
入
院
時
の
食
事

代
、
薬
の
容
器
代
等
）
は
対
象
外
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健

福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診
を

受
診
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
、
健
康
診
査
受

診
券
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

前
回
の
健
康
診
査
の
結
果
が
良
く
な

か
っ
た
方
、
日
頃
か
ら
自
身
の
健
康
を
気

に
し
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
特
定
健
康
診

査
を
受
診
し
て
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関

和
木
町
及
び
岩
国
市
、
大
竹
市
の
医
療
機
関

※
詳
細
は
届
い
た
ご
案
内
文
書
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　

受
診
券
が
届
い
て
か
ら
令
和

8
年
3
月
31
日
ま
で

申
込
方
法　

受
診
を
希
望
す
る
医
療
機
関

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

持
参
物

〇
健
康
診
査
受
診
券

〇
健
康
診
査
質
問
票

〇
保
険
資
格
の
確
認
を
受
け
ら
れ
る
も
の

自
己
負
担
額　

無
料

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き
や
、
脱
退
す
る
と

き
は
、
14
日
以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
は
、
加
入
や
脱
退
の
事
実
が
発
生
し

た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

※
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
手
続
き
が
遅
滞
し
て
い
た
期
間
の
医
療
費

が
、
全
額
自
己
負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
資
格
を
外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険
者

と
し
て
受
診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
、

お
返
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

届
け
出
の
際
は
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
の

う
え
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

〇
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
又
は
離

職
票

〇
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ

か
る
も
の

〇
届
出
人
の
身
分
証
明
書

脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

〇
社
会
保
険
の
資
格
確
認
書
又
は
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
（
対
象
者
全
員
分
）、
資
格

取
得
証
明
書

〇
国
保
の
資
格
確
認
書
又
は
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
（
返
却
の
た
め
）

〇
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ

か
る
も
の

〇
届
出
人
の
身
分
証
明
書

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
と
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比
べ
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
を

あ
と
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
追
納
し
た
保
険
料
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
免
除
等
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
、
3
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
額

に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
早
目
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

は
追
納
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

追
納
を
行
う
場
合
は
、
年
金
事
務
所
へ
お

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
年
金

事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24
ー
2
2
2
2
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）
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障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

の
た
め
の
相
談
窓
口 

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）受
給
者
証

の
期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

障
害
者
相
談
員

被
爆
者
・
被
爆
二
世
定
期
健
康
診
断
（
後
期
）

年
末
お
見
舞
金
の
申
請
は
お
早
め
に

　

町
で
は
、
障
害
に
関
す
る
困
り
事
や
悩

み
な
ど
の
相
談
窓
口
と
な
る
事
業
所
を

4
ヵ
所
設
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神

障
害
の
あ
る
方
及
び
そ
の
家
族

相
談
内
容　

仕
事
の
こ
と
、
経
済
的
な
こ

と
、
将
来
の
こ
と
、
福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
で
の

不
安
や
悩
み
、
困
っ
て
い
る
こ
と
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
相
談
も

可
能
で
す
。

　

相
談
費
用
は
か
か
ら
ず
、
秘
密
は
必
ず

守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
先

①
岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

岩
国
市
岩
国
4
ー
2
ー
20

　

相
談
電
話 

43
ー
2
3
9
9

　

m
ail:iw

asha-shougai@
iw
asha.jp

　

月
〜
金　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

②
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル

　

岩
国
市
横
山
1
ー
12
ー
51

　

相
談
電
話 

44
ー
3
2
4
4

　

m
ail:triangle@

joy.ocn.ne.jp

　

火
〜
土　

9
時
〜
18
時

③
障
害
者
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ら
か
ば

　

岩
国
市
室
の
木
3
ー
1
ー
74

　

相
談
電
話 

21
ー
8
7
5
0

　

m
ail:sts.sirakaba@

coast.ocn.ne.jp

　

月
〜
金　

8
時
15
分
〜
17
時

④
相
談
支
援
事
業
所
て
ら
す

　

和
木
町
関
ヶ
浜
2
ー
4
ー
7

　

相
談
電
話 

28
ー
6
2
1
5

　

m
ail:terasu@

toride2016.com

月
〜
金　

10
時
〜
19
時
（
利
用
者
や
そ

の
ご
家
族
に
合
わ
せ
て
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
時
間
の
変
更
は
あ
り
ま
す
。）

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
の
受
給

者
証
は
、
毎
年
更
新
が
必
要
で
す
。
有
効

期
間
は
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
新
の
手
続
き
は
、
有
効
期
間
が
終
了
す

る
3
か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。
町
か
ら
個
別
に
更

新
の
お
知
ら
せ
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

更
新
に
必
要
な
も
の
　
申
請
書
、
診
断
書

（
原
則
、
2
年
に
1
度
）、
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
書
類
等
、
身
分
証
明
書

（
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
確
認
で
き
る
も
の

※
国
民
健
康
保
険
の
方
は
同
一
世
帯
の
加

入
者
全
員
分
、
社
会
保
険
の
方
は
被
保

険
者
と
本
人
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

を
証
す
る
書
類
等
が
必
要
で
す
。

※
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
場
合
、

再
認
定
の
申
請
に
は
診
断
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
付
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
の
身
近
な
問

題
に
つ
い
て
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
先

身
体
障
害
者
相
談
員　

嶋
谷
保
則

　
（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

※
窓
口
は
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

火
、
金
曜
日
の
み

知
的
障
害
者
相
談
員　

樫
山
瑞
枝

　
（
☎
53
ー
5
7
7
0
）

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　　

今
年
度
の
定
期
健
康
診
断
（
後
期
）
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間　

11
月
1
日
㈯
〜
11
月
30
日
㈰

※
但
し
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

対
象
者　

被
爆
者
の
方
、
被
爆
二
世
の
方

実
施
場
所　

受
託
医
療
機
関

※
詳
し
く
は
、
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
は
、
予
約
の
要
否
、
時
間
帯

等
を
事
前
に
ご
確
認
の
う
え
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

持
参
品

被
爆
者
の
方

①
被
爆
者
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
診
断
受
診

者
証

②
健
康
保
険
証

被
爆
者
二
世
の
方

①
被
爆
二
世
健
康
診
断
記
録
表
（
お
持
ち
の

場
合
）

②
健
康
保
険
証

費
用　

原
則
、
自
己
負
担
な
し

問　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
岩
国
環
境

保
健
所
）
地
域
保
健
班
（
☎
29
ー
1
5
2
3
）

　

赤
い
羽
根
・
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
（
お

見
舞
金
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
次
の

基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
、
2
級
）
を
お
持

ち
の
方　
　
　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

②
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）
を
お
持
ち
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１
、２
級
）

を
お
持
ち
の
方　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

④
ひ
と
り
親
世
帯
（
満
18
歳
未
満
の
子
の
い

る
母
子
・
父
子
世
帯
で
、
生
活
保
護
世
帯

を
除
く
）　　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

※
子
が
ひ
と
り
増
す
ご
と
に
1
，
0
0
0
円

⑤
長
期
入
院
者
（
自
宅
療
養
を
含
め
6
ヶ
月

以
上
入
院
し
て
い
る
方
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

⑥
在
宅
で
3
か
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
に
あ

る
方　
　
　
　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

申
込
期
限　

11
月
14
日
㈮

申
込
場
所　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

※
印
鑑
と
手
帳
（
①
〜
③
の
方
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
家
族
の
方
等
が
代
理
で
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
本
人
と
の
関
係
が
わ
か
る
も
の
を
持

参
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※
令
和
7
年
11
月
1
日
現
在
が
基
準
日
と
な

り
ま
す
。

問　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）
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町
民
相
談

『
ち
ょ
こ
カ
フ
ェ
』
 in 

中
学
校

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

行
政
相
談

労
働
問
題
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち
『
ち
ょ
こ
の
会
』

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
労
働
問
題
に
精
通
し
た
専
門
の

相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
る
労
働
ほ
っ

と
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

賃
金
、
労
働
時
間
、
退
職
、
解
雇
、
セ
ク

ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
、
各
種
の
労
働
相
談
を

電
話
に
よ
り
承
り
ま
す
。

電
話
番
号　

0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
3
2

相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

相
談
料　

無
料
（
通
信
料
は
発
生
し
ま
す
）

相
談
日　

月
〜
金
曜
日　

9
時
〜
18
時

（
た
だ
し
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

問　

山
口
県
労
働
政
策
課
労
働
福
祉
班

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
1
0
）

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が
い
を

持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的
な
自
立

を
促
し
、社
会
参
加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時　

10
月
8
日
㈬　

14
時
30
分
〜
15
時

場
所　

総
合
福
祉
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

問　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
は
っ
ち
ー
ず
」

は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問
や
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

10
月
9
日
㈭　

9
時
30
分
〜
11
時

場
所　

文
化
会
館

問　
「
は
っ
ち
ー
ず
」
事
務
局

 （
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
は
っ
ち
ー
ず
」

は
、
学
校
で
も
カ
フ
ェ
を
開
き
ま
す
。

　

保
護
者
の
歓
談
の
場
所
と
し
て
、
カ
フ
ェ

を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
お
悩
み
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

小
学
校

日
時　

10
月
7
日
㈫

時
間　

13
時
〜
15
時

場
所　

小
学
校
１
階
生
活
科
室

中
学
校

日
時　

10
月
4
日
㈯

時
間　

9
時
〜
12
時

場
所　

中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

問　
「
は
っ
ち
ー
ず
」
事
務
局

 （
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

日
時　

10
月
18
日
㈯

　
　
　

受
付
11
時
30
分
〜
12
時

場
所　

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費　

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　
　

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法　

先
着
15
名

※
当
日
の
受
付
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の
た

め
、
15
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日　

9
時
〜
16
時

場
・
問　

町
民
相
談
室
（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催　

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時　

10
月
15
日
㈬　

9
時
〜
12
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈫　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
17
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問　

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
7
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

　
　
　

9
時
〜
17
時

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所　

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員　

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問　

役
場
議
会
棟
相
談
室（

☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時　

10
月
23
日
㈭　

10
時
〜
13
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

問　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　

岩
国
市
役
所
前
事
務
所

（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
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町
内
一
斉
清
掃

森
林
整
備
に
関
す
る
お
知
ら
せ

和
木
町
生
活
応
援
商
品
券
の

利
用
は
12
月
末
ま
で

和
木
こ
ど
も
園
新
入
園
説
明
会

（
令
和
８
年
度
）
の
ご
案
内

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

（
令
和
8
年
4
月
採
用
）

10
月
は
「
自
動
車
点
検
整

備
推
進
運
動
」
強
化
月
間

　

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
を
次
の
と
お
り
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時　

10
月
12
日
㈰　

8
時
〜

※
荒
天
の
場
合
は
、
10
月
19
日
㈰
に
延
期

注
意
事
項

○
家
庭
の
ご
み
（
剪
定
ご
み
等
）
は
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

○
草
、泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、別
々
に
し

て
路
肩
等
に
積
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
交

差
点
の
近
く
に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〇
9
時
30
分
か
ら
回
収
を
開
始
し
ま
す
。

問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　

物
価
高
騰
に
お
け
る
家
計
の
支
援
と
地
域

経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
、
6
月
に
町
民
の
皆

さ
ま
に
「
和
木
町
共
通
商
品
券
」
を
お
届
け
し

ま
し
た
。
商
品
券
の
ご
利
用
は
12
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
ま
だ
商
品
券
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
役
場
で
保
管
し
て

い
ま
す
。
再
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

企
画
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
役
場
で
直
接
受
取
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
受
取
人
様
の
身
分
証
明
書
（
顔
写
真

付
き
の
場
合
は
1
点
、
顔
写
真
が
付
い
て

い
な
い
も
の
の
場
合
は
2
点
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
（
受
取
人
様
が
世
帯
員
以
外
の

場
合
は
、
身
分
証
明
書
に
加
え
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。）。

※
商
品
券
の
保
管
期
間
は
令
和
7
年
12
月
26

日
㈮
ま
で
で
す
。

問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

　

令
和
8
年
度
に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
を

対
象
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
の

年
齢
で
、
入
園
希
望
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ

い
。

対
象
児

1
・
2
号
《
新
年
長
・
新
年
中
・
新
年
少
》

　

現
在
、
和
木
こ
ど
も
園
に
在
籍
し
て
い
な

い
方
で
、
令
和
2
年
4
月
2
日
〜
令
和
5
年

4
月
1
日
生
の
入
園
希
望
の
方

３
号
《
３
歳
未
満
児
》

　

令
和
5
年
4
月
2
日
生
以
降
の
希
望
の
方

※
申
請
後
に
入
園
が
決
定
し
た
場
合
に
、
詳

し
い
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日
㈮　

15
時
〜

場
所　

和
木
こ
ど
も
園

内
容

１
・
２
号

　

入
園
に
関
す
る
説
明
（
持
ち
物
・
身
だ
し

な
み
等
）、
申
請
書
及
び
面
談
票
、
制
服
申

込
書
の
配
布

３
号

　

こ
ど
も
園
の
説
明
、
申
請
書
の
配
布

※
３
号
は
申
請
後
に
入
園
が
決
定
し
た
場
合

に
、
再
度
詳
し
い
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

持
参
物　

筆
記
用
具
・
保
護
者
用
室
内
履
き
・

靴
を
い
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋

駐
車
場　

こ
ど
も
園
園
庭

注
意
事
項　

原
則
と
し
て
、
保
護
者
の
み
で

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

問
　
和
木
こ
ど
も
園
（
☎
52
ー
2
7
0
7
）

募
集
職
種

　

事
務
職　
　

若
干
名

受
験
資
格

　

平
成
7
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
19
年
4
月

1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
以

上
の
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
。
普
通
自
動
車

免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
。

一
次
試
験

　
（
第
2
期
） 

11
月
16
日
㈰

※
第
1
期
試
験
の
受
付
は
終
了
し
て
い
ま

す
。

受
付
期
間

　

9
月
1
日
㈪
〜
10
月
10
日
㈮

　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
、
10
月
10
日
㈮　

消
印
有
効

と
し
ま
す
。

二
次
試
験

　

12
月
上
旬
予
定

採
用
予
定
日

　

令
和
8
年
4
月
1
日
以
降

そ
の
他

　

天
候
や
災
害
等
の
状
況
に
よ
り
、
試
験
日

程
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

※
和
木
町
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
は
企

画
総
務
課
（
役
場
2
階
）
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

https://w
w
w
.tow
n.w
aki.lg.jp

　

町
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

地
域
の
森
林
（
私
有
人
工
林
）
を
適
切
に
整

備
・
保
全
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

森
林
所
有
者
を
対
象
と
し
て
令
和
3
〜

4
年
度
に
実
施
し
た
「
森
林
意
向
調
査
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
も
と
に
、
令
和
5
〜
6
年

度
に
山
林
現
地
調
査
を
行
い
、
整
備
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
森
林
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
負
担
な
し
で
森
林
整
備
を
進
め
る
計

画
で
す
。
こ
の
整
備
事
業
は
、
山
口
県
東

部
森
林
組
合
が
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
整
備
に
あ
た
り
、
個
人
情
報
を
組

合
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
該
当
す

る
方
（
整
備
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
森
林
所

有
者
）
に
は
「
個
人
情
報
の
開
示
に
係
る
意

向
確
認
書
」
を
9
月
中
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

同
意
い
た
だ
い
た
場
合
、
後
日
、
組
合

よ
り
具
体
的
な
整
備
内
容
や
手
続
き
に
つ

い
て
案
内
さ
れ
ま
す
。

問
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　

毎
年
、
ク
ル
マ
の
路
上
故
障
が
多
数
発

生
し
て
お
り
、
昨
年
度
よ
り
も
事
故
件
数

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、点
検
・

整
備
を
行
っ
て
い
れ
ば
防
げ
た
も
の
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

ク
ル
マ
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ク
ル
マ
の
点
検
・
整
備
の
必
要

性
や
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
確
実
な
点
検
・
整
備
の
実
施
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
　
山
口
運
輸
支
局
整
備
部
門

（
☎
0
8
3
ー
9
2
2
ー
5
3
9
8
）
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和
木
町
「
教
師
の
日
」

教
師
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集

「
や
ま
ぐ
ち
三
世
代
同
居
・
近
居

パ
ス
ポ
ー
ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

シ
ル
バ
ー
会
員
募
集

お
仕
事
も
承
っ
て
い
ま
す

●
芸
能
祭

日
時　

11
月
9
日
㈰

　
　
　

式　

典　

12
時
30
分
〜

　
　
　

芸
能
祭　

13
時
〜

会
場
　
文
化
会
館
ホ
ー
ル

出
演
団
体
（
出
演
順
）

○
コ
ー
ラ
ス
「
あ
ひ
る
」

○
ハ
ー
モ
ニ
ー
C
o
o

○
和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

○
和
木
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会

○
馨
風
流
吟
剣
詩
舞
道

○
ナ
ニ　

モ
ハ
ラ

○
邦
楽　

生
田
流
正
派　

桃
の
会

○
プ
チ
マ
マ
コ
ー
ラ
ス

○
和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

○
民
踊
部　

さ
く
ら

○
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

　

 

A
B
E
A
T
ク
ラ
ブ

○
ナ
メ
ア　

フ
ラ　

オ　

イ
カ
ラ　

イ

○
は
っ
ち
弦
楽
合
奏
団

○
A
M
M

○
四
境
太
鼓

主
催　

和
木
町
文
化
協
会

後
援　

和
木
町
・
和
木
町
教
育
委
員
会

問
　
和
木
町
文
化
協
会

（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

２０２５

●
展
示
会

日
時
　
10
月
29
日
㈬
〜
11
月
9
日
㈰

展
示
時
間
　
10
時
〜
17
時

（
た
だ
し
日
曜
日
は
16
時
ま
で
）

会
場
　
和
木
美
術
館

       

（
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン
グ
）

●
10
月
29
日
㈬

　
　
　
　
〜
11
月
2
日
㈰

・
子
供
絵
画
教
室

・
和
木
短
歌
会

【
特
別
出
展
】

《
絵
画
》
三
分
一
貴
司

　
　
　
　

島
﨑
こ
ず
え

　
　
　
　

島
崎　

陽
子

《
陶
芸
》
藤
川　

暁
子

　
　
　
　

宮
本　

健
吾

　●
11
月
2
日
㈰

・
専
心
小
笠
原
流
煎
茶

　●
11
月
5
日
㈬
〜
11
月
9
日
㈰

・
正
筆
書
道
会

・
フ
ラ
ワ
ー

　

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

・
ひ
ろ
な
か
習
字
教
室

・
洋
裁
同
好
会

・
篆
刻

　

世
代
間
の
支
え
合
い
に
よ
る
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
三
世
代

で
の
同
居
や
近
居
を
希
望
す
る
方
を
支
援
す

る「
や
ま
ぐ
ち
三
世
代
同
居
・
近
居
パ
ス
ポ
ー

ト
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
協
賛

企
業
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

　

県
内
で
、
三
世
代
で
の
同
居
ま
た
は
近
居

の
た
め
に
、
住
宅
の
新
築
・
購
入
、
増
改
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
は
引
越
し
を
希
望
さ
れ

る
方

※
申
し
込
み
方
法
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
、

詳
し
く
は
、
山
口
県
住
宅
課
の
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
・
問　

山
口
県
住
宅
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
8
7
4
）

　

町
内
に
住
む
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、

働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
健
康
な
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

※
入
会
に
は
年
会
費
3
，0
0
0
円
（
傷
害
・

損
害
保
険
料
を
含
む
）
が
必
要
で
す
。

常
時
お
仕
事
承
り
中

○
お
申
し
込
み
は
お
電
話
で
可
能
で
す

○
受
付
時
間　

9
時
〜
15
時
30
分

○
土
・
日
・
祝
日
は
休
業
で
す

申
・
問
　
和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
会
館
内
）（
☎
53
ー
8
0
5
5
）

　

11
月
25
日
㈫
に
、
文
化
会
館
に
て
第
36
回

「
教
師
の
日
」
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
教

育
委
員
会
表
彰
を
は
じ
め
、
児
童
生
徒
や
教

諭
に
よ
る
各
種
発
表
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研

修
、
恵
庭
市
使
節
団
と
の
交
流
、
美
術
館
県

外
研
修
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
観
覧
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
は
「
町
民
が
教
師
を
尊
敬
し

感
謝
す
る
」
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
き
、
賛
同

さ
れ
る
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま

す
。
教
師
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
と
の
思
い
出
等
を
次
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
事
務
局

で
集
約
し
、し
お
り
に
印
刷
す
る
予
定
で
す
。

○
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
賛
同
さ
れ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
投
稿
で
き
ま
す
。

○
和
木
町
の
先
生
方
や
在
籍
中
の
先
生
に
限

ら
ず
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
な
ら
ど
な

た
の
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

○
個
人
名
は
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
記
名

も
不
要
で
す
。

○
11
月
4
日
㈫
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
印
刷
で
き
な

い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
事
務
局（

☎
53
ー
3
1
2
3
）
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通
話
録
音
装
置
を
お
貸
し
し
ま
す

防
火
管
理
講
習

防
衛
大
学
校
学
生
募
集

　

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業
所

関
係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

甲
種　

11
月
25
日
㈫
、
26
日
㈬

　
　
　

10
時
〜
16
時

乙
種　

11
月
25
日
㈫ 

場
所　

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

4
，
1
0
0
円
テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　
（
税
込
）

申
込
期
間　

11
月
4
日
㈫
〜
11
月
14
日
㈮

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
消
防
本
部
予
防
課
、
中
央
消
防
署
、

西
分
署
、
消
防
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
31
ー
0
1
9
6
）

応
募
資
格　

18
歳
以
上
、
21
歳
未
満

試
験
日

１
次
試
験　

11
月
1
日
㈯

２
次
試
験　

11
月
29
日
㈯
〜
12
月
3
日
㈬

　
　
　
　
　
（
内
１
日
）

申
込
期
限　

10
月
16
日
㈭

入
校
時
期　

令
和
8
年
4
月

問　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
（
☎
23
ー
1
5
8
0
）

貸
出
事
業
の
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

○
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

○
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
方

○
日
中
に
、
住
居
に
高
齢
者
の
み
と
な
る
こ

と
が
常
態
で
あ
る
世
帯
の
方

利
用
の
申
請

　

装
置
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
方
は
、「
通

話
録
音
装
置
利
用
申
請
書
」
を
企
画
総
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
の
決
定

　

通
話
録
音
装
置
利
用
承
認
（
不
承
認
）
通

知
書
に
よ
り
、
申
請
者
に
通
知
し
ま
す
。

装
置
等
の
貸
出
し

○
装
置
（
本
体
）

○
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー

○
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ケ
ー
ブ
ル

○
取
扱
説
明
書

貸
出
数　

1
世
帯
1
台

貸
出
期
間　

貸
出
し
の
日
か
ら
1
年

装
置
に
か
か
る
経
費

○
電
気
料

○
通
信
料

貸
出
台
数　

5
台

※「
通
話
録
音
装
置
利
用
申
請
書
」
は
、
企

画
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

※
先
着
順
で
す
。
貸
出
台
数
を
超
え
る
場
合

は
、お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助
金

　

町
で
は
、
犯
罪
へ
の
抑
止
力
の
向
上
や
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。防
犯
カ
メ
ラ
の
購
入
・

設
置
前
に
必
要
書
類
を
企
画
総
務
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

〇
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
用
い
る
町
内
の
住

宅
（
事
務
所
、
店
舗
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
用
途
を
兼
ね
る
家
屋
を
含
む
）
に
新

た
に
防
犯
を
目
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
方

※
ア
パ
ー
ト
、
借
家
は
除
き
ま
す

〇
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
及
び
画
像
デ
ー
タ
保
存
装
置
等

〇
防
犯
カ
メ
ラ
用
ケ
ー
ブ
ル
の
設
置
工
事
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
費
（
既
存
設
備
の

撤
去
、
移
設
に
要
す
る
経
費
は
除
く
）

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
表
示
に
か
か
る
費
用

〇
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
必
要
な
経
費

※
画
像
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
た
め
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
に
か

か
る
費
用
は
除
き
ま
す
。

補
助
金
の
額

〇
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2
の
額
（
千
円
未

満
の
端
数
切
捨
て
）
で
、
1
住
宅
に
つ
き

5
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

必
要
書
類

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、企
画
総
務
課
で
配
布
も
し
て
い
ま
す
。

申
・
問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

家
具
転
倒
防
止
等
補
助
金

補
助
対
象
者

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

〇
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

〇
町
内
の
住
宅
に
新
た
に
家
具
転
倒
防
止
器

具
を
設
置
す
る
世
帯
主

※
賃
貸
住
宅
入
居
者
の
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
住
宅
の
権
利
者
の
了
解
を
得
て
く

だ
さ
い
。

※
町
営
住
宅
入
居
者
の
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
壁
に
穴
を
あ
け
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
退
去
時
に
は
元
の
状
態

に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

〇
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
購
入
費
（
突
っ
張

り
棒
、Ｌ
字
金
具
、
耐
震
マ
ッ
ト
、
戸
棚

ス
ト
ッ
パ
ー
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
、
耐
震
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
）

〇
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設
置
工
事
費

補
助
金
の
額

〇
上
限
１
万
円
（
1
住
宅
1
回
の
み
）

〇
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2
の
額
で
、
百
円

未
満
の
端
数
を
切
捨
て
ま
す
。

必
要
書
類

〇
申
請
書
兼
請
求
書

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〇
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト

注
意
事
項

　

こ
の
補
助
金
は
購
入
後
に
申
請
す
る
形
式

の
も
の
と
な
り
ま
す
。
補
助
対
象
外
の
物
品

を
購
入
し
た
場
合
、
補
助
金
を
交
付
で
き
な

い
た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
補
助
の
対
象
に

な
る
か
否
か
、
ご
不
明
な
場
合
は
企
画
総
務

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）
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　町道の道路改良工事に伴い、
交通規制を行います。現地案内
看板及び交通誘導員に従って通
行してください。
　皆さまには大変ご迷惑をおか
けしますが、ご協力をよろしく
お願いします。

交通規制の
　　    お知らせ

工事期間
　令和８年２月２８日㈯まで
　
問　都市建設課
　　（☎ ５２－２１９８）

調査期間　令和７年１０月上旬～令和８年２月下旬まで調査
調査業者　株式会社大広エンジニアリング（☎０８２－２９１－１３１３）

問　都市建設課
　　（☎ ５２－２１９８）

下水道管路の調査を実施します

瀬田地区 和木地区

調 査 箇 所

調 査 箇 所

交通規制箇所

　国土交通省からの指導により、町内にある管径２ｍ以上かつ、平成６年度以前に設置された
下水道管路（下水道管及び雨水管渠）を調査します。
　現地調査は身分証明書を身に着けた調査員が作業を行います。調査にともなう交通規制を実
施する際は、現地の交通誘導員の案内にご協力くださいますよう、お願い申し上げます。
※住民の皆さまに対して、下水道管等の改善を提案することや費用負担を要求することはありません。
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やまぐち健幸チャレンジ月間（１０月）

やまぐち健幸アプリ配信中

あしゆび体操
あいうべ体操
あるこう運動

（足指体操）足指をしっかり広げて、身体の土台を整えましょう
（口腔体操）口呼吸を鼻呼吸に変えて、免疫力アップ
（散歩の推奨）体力・筋力をつけましょう

　やまぐち健康アプリのランキング機能を活用して、１０月に計測された市町ごとの

平均歩数を競争するイベントです。

　みなさまのご協力のお陰で、見事、昨年は【１位】を獲得することができました！

今年も一緒に「あるこう運動」で健康づくりと県内【１位】を目指しましょう！

　「やまぐち健幸アプリ」は、山口県公式ウォーキングアプリです。

　「健康に興味がある」「歩くきっかけがほしい」「散歩に最適な

コースが知りたい」方におすすめです。

　歩数や歩いた距離などを測定でき、いろいろなランキング表示

で競い合いながら続けられます。また、歩く距離に応じてポイン

トがたまり、毎日のウォーキングがさらに楽しくなります！

やまぐち健幸アプリ

●詳しくはこちらをご確認ください。

和木町「３つのあ」プロジェクト推進事業

オレンジカフェだより

　体操や認知症予防の講座を開催しています。
　毎回、認知症地域支援推進員が認知症に関する
心配ごと、悩みごとの相談に応じます。個室もあり
ますので、お気軽にご相談ください。

♪認知症を予防したいと思っている方、認知症の方、

介護をしている方

話し相手が欲しい方等・・・一緒にわきあいあい

と楽しみませんか。♪

日　時　１０月２７日（月）１３時３０分～１５時
　　　　　（時間内　出入り自由）
場　所　総合コミュニティセンター　１階集会室
内　容　認知症ガイドブックを見てみよう
参加費　無料

申・問　地域包括支援センター
　　　　　（☎５２－２１９６）

申・問  地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

【次回のご案内】

　『和木町はいかい高齢者等ＳＯＳネットワーク
事業』とは、認知症の方等が行方不明になった
とき、地域の協力を得て早く発見・保護するた
めの取り組みです。
　外に出て自宅に戻れなくなる可能性のある認
知症高齢者等の情報を事前に登録し、行方不明
になったときに、家族等の依頼により身体的特
徴や服装などの情報を協力事業者に配信して、
情報提供をお願いするものです。

和木町はいかい高齢者等

ＳＯＳネットワーク事業

・申請の窓口
　　地域包括支援センター
・申請者
　　ご家族等
・申請の時に必要なもの
　　登録対象者の写真（顔、全身の２枚）

事前登録について
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

８
月
30
日
、
31
日
に
ジ 

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

広
島
内
の
V
B
A
S
E
（
ブ
イ
ベ
ー
ス
）

で
開
催
さ
れ
た
、
広
島
広
域
都
市
圏
魅
力
発

信
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
和
木
町
の

ブ
ー
ス
で
は
、
自
分
で
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
や

は
っ
ち
の
塗
り
絵
を
缶
バ
ッ
ジ
に
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
大
盛
況
!!

和
木
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
缶
バ
ッ
ジ
を
忠
実
に

再
現
し
た
方
な
ど
、
創
造
力
を
膨
ら
ま
せ
て

楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
非

常
に
楽
し
み
で
す
。

　

V
B
A
S
E
は
、
広
島
市
を
中
心
と
す

る
広
島
広
域
都
市
圏
33
市
町
の
P
R
動
画

や
、
特
産
品
の
サ
ン
プ
ル
展
示
な
ど
、
お
出

か
け
に
役
立
つ
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ジ 

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
広

島
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

〇
サ
ッ
カ
ー
部

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

開催日
場　所
成　績

８月２４日
大竹小学校
優勝

■ 大竹グリーンマッチU9

開催日
場　所
成　績

９月７日
出島沖グラウンド
第３位

■ 第35回広島佐伯近郊少年親善ソフトボール大会

体
育
協
会

〇
弓
道
部

大
会
名　

岩
国
弓
道
大
会

開
催
日　

8
月
24
日

場
　
所　

岩
国
高
校
弓
道
場

成
　
績　

【
団
体
一
般
の
部
】

　

優　

勝
：
中
村　

明
美
、
竹
島　

佳
宏
、

　
　
　
　
　

中
村　

恭
二

【
個
人
一
般
男
子
の
部
】

　

３　

位
：
竹
島　

佳
宏

【
個
人
中
学
男
子
の
部
】

　

優　

勝
：
上
木　

颯
太

〇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

大
会
名　

和
木
町
夏
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

開
催
日　

8
月
16
日

場
　
所　

和
木
町
民
庭
球
場

成
　
績

【
一
般
男
子
の
部
】

　

優　

勝
：
南
・
山
口　

ペ
ア

　

準
優
勝
：
沖
・
沖
中　

ペ
ア

【
男
女
混
合
の
部
】

　

優　

勝
：
阿
部
（
孝
）・
松
本　

ペ
ア

　

準
優
勝
：
池
田
・
佐
々
木　

ペ
ア

○
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

大
会
名　

Ｒ
７
年
Ⅱ
期　

和
木
町
テ
ニ
ス
ス

ク
ー
ル
大
会
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）

開
催
日　

8
月
19
日

場
　
所　

和
木
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

成
　
績

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

　

１　

位
：
塩
田　

篤
人　
　
〔
和
木
小
〕

　

２　

位
：
内
山　

誠
之
助　
〔
和
木
小
〕

　

３　

位
：
國
廣　

澄
春　
　
〔
和
木
小
〕

大
会
名　

Ｒ
７
年
Ⅱ
期　

和
木
町
テ
ニ
ス
ス

ク
ー
ル
大
会
（
一
般
の
部
）

開
催
日　

8
月
20
日

場
　
所　

和
木
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

成
　
績

【
初
級
の
部
】

　

１　

位
：
藤
本　

満
夫　
　
〔
岩
国
市
〕

　

２　

位
：
小
玉　

文
美　
　
〔
大
竹
市
〕

　

３　

位　

作
本　

友
美
子　
〔
大
竹
市
〕

【
中
級
の
部
】

　

１　

位
：
田
崎　

雅
之　
　
〔
岩
国
市
〕

　

２　

位
：
相
川　

葉
子　
　
〔
和
木
町
〕

　

３　

位
：
作
本　

海
都　
　
〔
大
竹
市
〕

３
代
目
地
域
お
こ
し
協
力
隊

上
野
優
樹
の
﹁
活
動
報
告
﹂

３
代
目
地
域
お
こ
し
協
力
隊

上
野
優
樹
の
﹁
活
動
報
告
﹂

３
代
目
地
域
お
こ
し
協
力
隊

上
野
優
樹
の
﹁
活
動
報
告
﹂
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●日時　令和７年１０月１０日（金） 
　　　　　　　　　１３ ：３０ ～１５ ：００
●場所　コミュニティセンター ３階 集会室
●費用　無料
●講師　理学療法士　中元 幸美 先生
●内容　足指を整えて、歩きやすい体づくり
●主催　和木大学、和木町地域包括支援センター
　　　　わきあいあいウォーク

□ 姿勢が気になる
□ 腰痛・肩こりに悩んでいる
□ むくみ・冷えが気になる
□ 外反母趾・タコ・足の痛みに悩んでいる
□ 靴のヒールの内側・外がすごく擦り減る
□ 下半身やせして、脚の形を良くたい
□ 前かがみの家事・携帯電話を見るなど下向
　 きが多い
□ 気づいたら足を組んだり、膝と膝が開く
□ いつもカバン等の荷物を持つ手が決まって
 　いる 
□ 手を後ろに組んで歩く癖がある

チェックがつく人は変わるチャンス !
自分のゆがみ度をチェック !!

和木大学

あしゆび体操　 体験会

１０年後も元気に
過ごすために、ご自分の体を

点検してみましょう!

ゆがみ度
当てはまる数が
２個以上は
注意が必要

背中が
丸まってきた
気がする…
体も固く
なってきた…
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問　山口県環境政策課（☎０８３－９３３－３０３０）

ご家族やお友達と一緒に、
ぜひ挑戦してほしいっちゃ！

３Ｒとはリデュース（Reduce）→発生抑制、リユー
ス（Reuse）→再使用、リサイクル（Recycle）→再利
用の３つのＲの総称です。

10月は３Ｒ推進月間です10月は３Ｒ推進月間です10月は３Ｒ推進月間です

３Ｒの推進にご協力を

お願いいたします。

リデュースとは、物を大切に使い、ごみを減らす
ことです。
○ 必要のないものは買わない、もらわない
○ 壊れにくく、長く使える製品を買う
○ 買い物にはマイバッグを持参する

リユースとは使えるものは繰り返し使うことです。

○ 詰め替え用の製品を選ぶ
○ いらなくなった物は、ほしい人にゆずったり、
 　リサイクルショップを利用する
リサイクルとは、ごみを資源として再び利用する
ことです。
○ ごみを正しく分別し、
　 リサイクルしやすくする
○ ごみを再生して作られた
　 製品を利用する

問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

◆ ◆

　新規就農者等に向けた、農業の技術や経営に関する
知識の習得のための研修への参加者を募集しています。
　本研修は、和木町を含む広島広域都市圏における新
規就農者育成事業の連携市町を対象としています。

研 修 名　広島市農業振興センター農業研修
研修内容　野菜栽培に関する講義と実習、出荷・販売

技術に関する講義と実習、農産物直売所や
生産販売農家の視察等

研修コース
　①生産販売農家育成コース
　②栽培技術基礎コース
研修期間　令和８年４月～令和９年３月末（週２回）
研修費用　無料（小農具費等の自己負担あり）
申込期限　１１月２８日（金）（必着）
※詳細につきましては、公益財団法人広島市農林水産
振興センターのホームページをご覧ください。
https://www.haff.city.hiroshima.jp/syunojoho/
　　　　top.html
申・問　公益財団法人広島市農林水産振興センター
　　　　農業担い手育成課
　　　　（☎０８２－８４２－４４２１）

　蜂ヶ峯総合公園を舞台に、体験型イベントが始ま
ります。
　壊れてしまった物語を取り戻すために、園内に散
りばめられた謎を解き明かそう！
　子どもから大人まで楽しめるリアル謎解きゲーム
を通じて、環境やゼロカーボンの大切さにもふれて
いただけます。
開催場所　蜂ヶ峯総合公園
開催期間　令和７年１０月１８日（土）～
　　　　　　　　　令和８年１月３１日（土）

　イエローチョーク作戦とは、放置された犬の
フンの周りを黄色のチョークで丸く囲み、発見
した日時を書くことで、「他人の目がある」「フ
ンの放置は許さない」という地域の態度を認識
させ、飼い主のモラル向上とフンの放置を無く
すことを目的とした取組です。
　日没が早くなるとフンの放置が増加する傾向
にあります。興味のある方は、役場住民サービ
ス課、コミュニティセンター、瀬田分館、関ヶ
浜分館でチョーク等をお渡ししますので、ご協
力をお願いします。

問　和木町快適環境まちづくり町民会議事務局
　　（住民サービス課内）（☎５２－２１９４）

令和８年度農業研修生の募集について
（新規就農）

～ 犬のフンの放置に
　　 警告しよう！ ～

実施中！イエローチョーク作戦

（犬のフン放置対策）

やまぐちゼロカーボン・チャレンジ
 × 

リアル謎解きゲーム

～こわれた昔話をと
りもどせ！

　　　物語の
世界を救うの

は、君だ！～
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は   

は

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 242

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

つけ爪用接着剤による
やけどに注意

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

瞬
間
接
着
剤
は
、
繊
維
質
の

も
の
に
染
み
込
ん
で
表
面
積
が

拡
大
す
る
と
、
空
気
中
の
水
分

と
の
急
激
な
化
学
反
応
に
よ
り

発
熱
し
、
や
け
ど
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。　

　

家
具
等
に
こ
ぼ
し
た
場
合
は
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
手
袋
を
し
た
う

え
、
布
な
ど
で
手
早
く
拭
き
取
っ

て
く
だ
さ
い
。
拭
き
取
っ
た
布

な
ど
も
発
熱
の
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

手
指
の
皮
膚
に
つ
い
た
場
合

は
、
発
汗
作
用
に
よ
っ
て
は
が

れ
る
の
で
、
40
℃
程
度
の
湯
の

中
で
も
む
よ
う
に
し
て
は
が
し

ま
し
ょ
う
。

【
相
談
】

　

つ
け
爪
用
接
着
剤
を
太
も
も
、

机
、
じ
ゅ
う
た
ん
に
こ
ぼ
し
た
。

太
も
も
が
熱
く
な
り
驚
い
て
見
る

と
デ
ニ
ム
が
溶
け
て
、
や
け
ど
を

し
て
い
た
。
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら

な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
。

【
回
答
】

　

つ
け
爪
用
の
接
着
剤
な
ど
の
シ

ア
ノ
ア
ク
リ
レ
ー
ト
系
の
物
質
が

含
ま
れ
る
瞬
間
接
着
剤
を
使
用
す

る
時
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
シ
ー
ト

等
接
着
剤
が
染
み
こ
ま
な
い
も
の

の
上
で
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
手
袋
を

装
着
し
て
扱
い
、
誤
っ
て
衣
類
に

付
着
さ
せ
た
場
合
は
、
発
熱
し
な

い
よ
う
大
量
の
水
を
か
け
る
こ
と

を
助
言
し
た
。

今月の納税
　

町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

町
県
民
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
期
分

町
営
住
宅
使
用
料
　
　
　
　
　
　
　
10
月
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
　
　
　
　
　
4
期
分

介
護
保
険
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　
　
　
　
4
期
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

※
納
期
限
は
10
月
31
日
㈮
で
す
。

和

木

短

歌

会

午
前
二
時
父
の
元
へ
と
ひ
た
走
る

抜
け
る
信
号
青
・
青
・
青

清
水　

敬
子

和
木
か
ら
も
見
え
た
と
語
り
ゐ
し
亡
母
よ

き
の
こ
雲
か
ら
八
十
年
た
つ

井
口
美
智
子

う
つ
伏
せ
で
一
直
線
に
足
開
く

孫
の
寝
姿
や
�
ぱ
り
親
子

杖
い
ら
ん
強
が
る
母
の
手
を
取
り
ぬ

ず
�
と
使
わ
ず
元
気
で
い
て
ね

中
礒　

和
子

泉
原　

節
子

踊
り
手
の
手
さ
ば
き
自
在
に
宙
を
舞
う

母
も
踊
り
し
大
竹
音
頭

藤
川　

洋
子

照
れ
つ
つ
も
声
か
け
く
れ
る
中
学
生

﹁
短
歌
の
人
よ
ね
﹂
夏
祭
り
の
夜

兼
本　

信
昌

灰
岡　

裕
美

主
な
き
家
に
燦
々
陽
の
あ
た
る

お
元
気
で
す
か
文
月
に
問
う

　

8
月
27
日
︑
文
化
会
館
で
﹁
第
2
回
和
木
・
美
和
合
同

短
歌
会
﹂
を
開
催
し
︑
短
歌
の
研
修
及
び
親
睦
を
深
め
ま

し
た
︒
今
月
は
︑
美
和
短
歌
会
の
皆
さ
ん
の
詠
草
も
掲
載

し
ま
す
︒

【
和
木
短
歌
会
】

ア
イ
ス
マ
ン
背
中
に
負
い
て
田
の
草
を

半
日
取
�
た
　
午
後
は
爆
睡

溝
手　

恵
子

足
が
あ
り
眼
鏡
が
う
ろ
う
ろ
徘
徊
す
る

我
も
う
ろ
う
ろ
置
き
場
を
た
ぐ
る

森
田
ア
ヤ
子

い
つ
し
ら
に
水
辺
の
合
歓
は
散
り
に
け
り

虹
消
ゆ
る
ご
と
夢
さ
め
る
ご
と

宮
本
百
合
枝

近
藤　

通
子

朝
夕
の
水
遣
り
日
除
け
敷
藁
と

世
話
が
や
け
る
よ
土
用
の
胡
瓜

【
美
和
短
歌
会
】

住民サービス課
（☎５２－２１９４）

令和７年 金10月10日

10月3日 金

農家女性を中心に地域資源を活用し、朝市や加工品開発、郷土料理の
伝承等、農村の魅力発信に取り組むグループです。

和木町産のやまももを使ったジャムづくりを和木町生改連がご紹介します。
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100 200100200 00 （人）

令和7年9月1日現在
総人口　5,680人（＋30）
世帯数　2,611世帯（＋28）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　2,917人（＋35人）男　2,763人（－5人）
6

25
63

92
187
192

169
139

202
181
187

158
151

129
141
141

178
146

104

171

1 8
26

81
104

172
188
183
193

143
163

214
168

195
146

121
112

140
188

164
121

87

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
5－9
0－4

インターネット回答期間

国勢調査の回答はお済みですか？

●国勢調査は、令和７年１０月１日現在、日本に住んでいるすべての人と世帯が対象です。
●９月下旬から、調査員が皆さまのお宅を訪問し、調査書類をお配りしています。
●回答は、１０月８日（水）までに、スマホやパソコンから、かんたん便利なインターネットでお願いします（郵送も可能です）。
●スマホからの回答は、二次元コードを読み取ることで簡単にログインできます。
　ＩDやパスワード（アクセスキー）の入力は不要です。
●１０月８日（水）までに回答が確認できない場合は、調査員が調査票の回収に伺います。
●国勢調査の結果は、国や地方公共団体だけではなく子育て支援への利用、防災対策への利用、企業等での利用など、
わたしたちの身近な暮らしに使われています。

●万一、調査書類が届いていない場合や、追加の調査票が必要な場合（５人以上の世帯など）は、企画総務課までご連絡
ください。

９20土
10 8 水

調査票（紙）での回答期間

10 8 水
10 1 水

回答は１０月８日までにお願いします

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

（
公
財
） 

山
口
県
市
町
村
振
興
協
会

発
売
期
間

9
月
19
日
㈮
〜
10
月
19
日
㈰

１
枚
３
０
０
円

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

 
職
員
の
異
動

（
　
）内
は
旧
職

●
退
任
（
9
月
18
日
付
）

　
　
田
中
　
雅
彦
（
副
町
長
）

●
退
職
（
9
月
30
日
付
）

　
　
渡
邊
　
良
平
（
税
務
課
　
主
任
主
事
）

　広報わきやアイ・キャン和木
ちゃんねるに掲載した写真を無
料で差し上げます。
　ご希望の方（写真に写ってい
る本人またはそのご家族）はご
連絡ください。

問　企画総務課（☎52-2136）

問　企画総務課（☎５２－２１３６）
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